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復
旧
工
事
が
機

械
・
作
業
員
・
材
料
等
の

不
足
で
遅
れ
て
い
る
よ
う

だ
が
、
実
際
に
現
地
調
査

に
よ
る
見
積
の
入
札
予
定

価
格
が
工
事
を
始
め
た
段

階
で
当
初
の
調
査
状
況
よ

り
被
害
が
大
き
く
て
遅
れ

た
の
か
。

　

ま
た
、
現
地
調
査
の
時

点
で
見
積
が
低
く
工
事
の

見
通
し
が
甘
か
っ
た
と
い

う
事
が
無
か
っ
た
の
か
。

　
　　

事
前
調
査
で
確
認

で
き
る
被
災
箇
所
の
設
計

及
び
積
算
に
関
し
て
は
、

現
地
測
量
、
実
施
設
計
及

び
県
の
積
算
基
準
、
基
準

単
価
の
採
用
に
よ
り
適
正

に
見
積
も
り
を
行
っ
て
い

る
。

　

た
だ
し
、
事
前
調
査
で

は
確
認
で
き
な
い
被
災
、

特
に
地
中
の
埋
設
物
、
暗

渠
管
及
び
堆
積
土
砂
に
埋

も
れ
て
い
る
箇
所
等
の
被

災
に
つ
い
て
は
、
工
事
の

進
捗
に
よ
り
新
た
な
被
災

　
　
　

中
学
校
改
築
事
業

も
８
月
に
終
了
し
、
そ
の

後
は
Ｄ
棟
も
改
修
工
事
が

予
定
さ
れ
、
社
会
教
育
施

設
の
歴
史
資
料
館
等
へ
転

用
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

震
災
等
の
影
響
で
既
存

の
施
設
が
利
用
で
き
ず
、

町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
場
と
し
て
社
会
教
育
団

体
等
が
利
用
し
た
い
と
言

う
声
も
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
の
利
活
用
は
ど
う
な

の
か
。

　
　
　　

矢
吹
中
学
校
Ｄ

棟
は
、
平
成
元
年
に
建
設

さ
れ
、
平
成
23
年
度
末
に

学
校
教
育
施
設
か
ら
社
会

教
育
施
設
に
転
用
す
べ
く

文
部
科
学
大
臣
に
申
請
し

た
。

　

そ
の
時
点
の
事
業
計
画

に
お
い
て
は
、
歴
史
的
に

保
存
す
べ
き
古
文
書
等
を

収
集
、
整
理
、
保
存
し
、

公
開
し
て
い
く
た
め
の
歴

史
資
料
館
的
な
施
設
の
開

設
を
検
討
し
て
い
た
。

　

今
後
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
歴
史
資
料
館
的
な

役
割
を
中
心
と
し
な
が

ら
、
芸
術
・
文
化
な
ど
の

サ
ー
ク
ル
団
体
や
社
会
教

育
活
動
団
体
等
、
多
く
の

町
民
の
皆
様
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
場
と
し
て
の
活

用
な
ど
も
含
め
て
、
よ
り

効
果
的
な
活
用
の
あ
り
方

等
を
現
在
検
討
中
で
あ

る
。

は
、
ま
だ
原
発
事
故
前
に

戻
ら
な
い
状
況
で
あ
り
、

乳
幼
児
が
屋
内
で
気
軽
に

遊
ば
せ
ら
れ
る
屋
内
砂
場

と
屋
内
遊
具
等
を
設
置
し

て
遊
べ
る
施
設
が
無
い
た

め
に
近
隣
の
市
町
村
に

行
っ
て
利
用
し
て
い
る
。

　

今
後
は
屋
内
で
の
び
の

び
と
遊
べ
る
環
境
づ
く
り

の
た
め
、
屋
内
遊
び
場
を

整
備
す
る
予
定
が
あ
る
か
。

町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

災害復旧の進捗は

早期の完了を目指す
薄 葉 好 弘 議 員

災
害
復
旧
工
事
の
進

捗
状
況

と
し
て
確
認
さ
れ
る
場
合

が
あ
る
。

　

ま
た
、
軟
弱
地
盤
及
び

遊
水
対
策
等
に
つ
い
て
も

必
要
な
追
加
工
事
を
適
時

指
示
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
追
加
工
事
に

つ
い
て
は
、
施
工
会
社
と

の
速
や
か
な
協
議
に
よ
り

実
施
工
程
等
の
影
響
に
つ

い
て
は
最
小
限
に
抑
え
ら

れ
て
い
る
。

矢
吹
中
学
校
Ｄ
棟
の

今
後
の
利
活
用
は

乳
幼
児
対
象
の
屋
内

遊
び
場
の
整
備
を

　
　
　

町
内
の
放
射
線
量

　
　
　

町
で
は
、
第
５
次

矢
吹
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

画
に
基
づ
き
、
子
供
を
安

心
し
て
産
み
育
て
る
こ
と

が
出
来
る
環
境
づ
く
り
を

行
う
た
め
、
平
成
21
年
度

よ
り
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー「
に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば
」

を
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

に
設
置
し
た
。

　

新
た
な
屋
内
遊
び
場
を

整
備
す
る
予
定
は
な
い
が
、

今
後
中
心
市
街
地
の
復
興

と
活
性
化
施
策
の
中
で
検

討
す
る
。

災害復旧工事現場

薄
葉

薄
葉

薄
葉

町
長

教
育
長

町
長
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

早急な内部被ばく検査を

まず１台導入し、増設も！
鈴 木 隆 司 議 員

　
　
　

来
年
度
実
施
さ
れ

る
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン

タ（
※
１
）の
概
要
説
明
を
。

ま
た
、
町
民
の
検
査
実
施

が
遅
く
な
っ
た
経
緯
に
つ

い
て
市
町
村
会
の
取
り
組

み
経
過
を
伺
う
。

　

更
に
、
白
河
厚
生
病
院

一
カ
所
で
白
河
市
・
西
白

河
地
方
全
体
約
11
万
人
の

検
査
に
懸
念
は
な
い
の

か
？

県
よ
り
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ

ウ
ン
タ
の
受
け
入
れ
に
関

す
る
意
向
調
査
が
あ
り
、

放
射
線
被
ば
く
の
健
康
へ

の
影
響
を
考
慮
し
、
受
け

入
れ
の
意
向
を
報
告
し

た
。

　

同
じ
課
題
を
抱
え
る
近

隣
市
町
村
と
、
運
営
費
や

放
射
線
技
師
等
専
門
職
員

の
配
置
、
機
器
設
置
の
場

所
等
に
つ
い
て
詳
細
な
検

討
を
し
た
結
果
、
白
河
市

西
白
河
郡
の
市
町
村
で
白

河
厚
生
病
院
に
委
託
し
実

施
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　

工
期
延
長
・
年
度

繰
越
し
工
事
の
現
状
と
今

　
　　

平
成
23
年
か
ら
繰

り
越
し
た
事
業
は
、
町
道

17
路
線
、
公
園
一
カ
所
、

河
川
二
カ
所
、
農
用
地
な

ど
30
地
区
、
公
共
下
水
道

施
設
が
二
カ
所
、
農
業
集

落
排
水
施
設
は
舗
装
復
旧

工
事
で
あ
る
が
、
全
て
平

成
25
年
度
内
に
完
了
を
目

指
し
進
め
て
い
く
。

　

生
活
幹
線
道
路
の
工
事

長
期
化
に
よ
る
商
店
等
の

打
撃
に
つ
い
て
は
、
私
自

身
も
足
を
運
び
話
を
伺
っ

た
と
こ
ろ
、
東
邦
銀
行
が

な
く
な
っ
た
影
響
も
大
き

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
後
、
中
心
市
街
地
の

復
興
を
急
ぎ
た
い
。

　

台
数
に
つ
い
て
は
、
平

成
25
年
度
は
１
台
で
開
始

す
る
が
、
全
町
民
が
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
に
検
査

で
き
る
よ
う
県
に
対
し
て

増
設
を
要
望
し
て
お
り
、

全
町
民
の
安
全
・
安
心
の

た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
　　

冬
期
間
、
特
に
積

雪
時
の
歩
行
者
、
自
転
車

の
運
行
に
は
町
内
各
所
で

交
通
の
危
険
が
あ
る
。

遠
距
離
通
学
を
し
て
い
る

自
転
車
通
学
の
小
学
生
に

つ
い
て
は
、
交
通
事
故
の

発
生
を
心
配
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
冬
期
限
定
の

通
学
バ
ス
を
運
行
す
る
に

は
新
た
な
バ
ス
が
必
要
に

な
る
の
で
、
各
小
学
校
に

お
け
る
需
要
状
況
、
運
行

体
制
、
経
費
、
負
担
額
等

に
つ
い
て
調
査
し
、
バ
ス

の
運
行
が
可
能
か
ど
う
か

検
討
す
る
。

　
　
　

各
小
学
校
の
自
転

車
通
学
の
実
態
に
つ
い
て

伺
う
。

　

ま
た
、
雪
の
多
い
冬
期

間
は
大
変
危
険
な
現
状
に

あ
る
と
の
声
が
あ
る
が
、

冬
季
限
定
の
通
学
バ
ス
の

運
行
を
要
請
す
る
が
町
の

考
え
は
？

　
　　

昨
年
９
月
５
日
、

ホールボディカウンタ

鈴
木

鈴
木

鈴
木

町
長

町
長

町
長

内
部
被
ば
く
検
査
と

健
康
に
つ
い
て

小
学
校
の
危
険
な
冬

季
自
転
車
通
学
に
つ

い
て

後
の
加
速
化
計
画
に
つ
い

て
伺
う
。

　

ま
た
、
生
活
幹
線
道
路

の
工
事
長
期
化
に
よ
る
商

店
等
の
打
撃
実
態
を
ど
う

考
え
る
？

　

更
に
、
放
射
能
数
値
が

極
め
て
高
い
と
予
想
さ
れ

る
道
路
側
溝
内
の
実
態
と

対
策
に
つ
い
て
。

復
旧
の
加
速
化
及
び

除
染
に
つ
い
て

※
１　

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ

ウ
ン
タ
と
は
、
人
間
の
体

内
に
摂
取
さ
れ
た
放
射
性

物
質
の
量
を
体
外
か
ら
測

定
す
る
装
置
。

　

体
内
被
ば
く
線
量
を
測

定
す
る
と
き
に
使
う
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
カ
ウ
ン
タ
、

全
身
カ
ウ
ン
タ
と
も
称
す

る
。
（
環
境
省
原
子
力
規

制
委
員
会
Ｈ
Ｐ
の
旧
原
子

力
安
全
・
保
安
院
用
語
集

よ
り
参
照
）

　

現
在
は
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ

カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
。
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定
者
は
定
年
が
１
名
、
勧

奨
者
が
３
名
、
自
己
都
合

に
よ
る
者
が
１
名
と
計
６

名
で
す
。
平
成
25
年
の
採

用
予
定
者
は
、
一
般
行
政

職
７
名
で
う
ち
１
名
は
土

木
職
員
の
代
替
と
し
て
採

用
す
る
。
技
能
職
の
採
用

に
つ
い
て
募
集
し
た
所
、

応
募
者
が
２
名
と
少
な
く
、

試
験
の
結
果
適
格
者
が
い

な
か
っ
た
。
要
因
と
し
て

は
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

東
京
都
三
鷹
市
、
宮
崎

　
　
　

行
政
懇
談
会
へ
の

参
加
者
増
員
に
つ
い
て
町

長
の
考
え
を
伺
う
。

　

実
施
時
期
や
開
催
テ
ー

マ
等
を
見
直
し
て
は
ど
う

か
？

町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

25年度転作について

ブロックローテーションで推進
藤 井 精 七 議 員

　
　　

ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
へ
の
参
加
者
数
の
推
移

を
み
る
と
、
平
成
18
年
度

を
ピ
ー
ク
に
平
成
20
年
度

か
ら
は
70
名
か
ら
100
名
程

度
と
低
迷
し
て
い
る
。
こ

の
為
増
や
す
方
策
に
苦
慮

し
て
き
た
経
緯
を
踏
ま

え
、
区
長
会
と
協
議
を
し

な
が
ら
、
開
催
時
期
や

テ
ー
マ
等
に
つ
い
て
も
再

行
政
懇
談
会
へ
の
参

加
者
の
増
員
に
つ
い

て

　
　
　

今
年
で
３
年
目
の

転
作
と
な
る
が
、
転
作
障

害
や
町
独
自
の
支
援
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
？

　
　
　
平
成
24
年
度
の
町

全
体
の
転
作
状
況
は
、
大

豆
が
8294
㌃
、
ソ
バ
が
300
㌃
、

飼
料
用
米
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ

プ
サ
イ
レ
ー
ジ
が
1415
㌃
、

エ
ン
バ
ク
が
2980
㌃
と
な
っ

て
い
る
。
町
で
は
こ
れ
ら

の
転
作
作
物
に
つ
い
て
町

単
独
助
成
と
し
て
、
大
豆
、

ソ
バ
、
飼
料
作
物
、
飼
料

用
米
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ

イ
レ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、

10
㌃
当
り
１
万
円
の
助
成

を
、
エ
ン
バ
ク
に
つ
い
て

は
10
㌃
当
り
５
千
円
の
助

成
を
行
っ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
連
作
障

害
や
水
利
の
問
題
を
解
決

す
る
手
段
と
し
て
、
地
区

全
体
を
数
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
順
次
移
動
さ
せ
る
ブ

ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

を
推
進
す
る
ほ
か
、
引
き

続
き
町
単
独
助
成
と
し
て
、

平
成
24
年
度
と
同
様
の
内

容
で
支
援
を
行
っ
て
い
く

こ
と
で
、
農
業
者
個
別
所

得
補
償
制
度
を
活
用
し
た

所
得
確
保
の
た
め
の
大
豆

等
の
転
作
を
推
進
し
て
い

く
。

　
　
　

近
年
早
期
退
職
者

が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
た

が
今
年
度
は
ど
う
か
？

　

各
事
業
実
現
の
為
に
は

専
門
的
分
野
の
職
員
が
多

く
必
要
と
思
う
が
？

　

退
職
者
数
及
び
採
用
予

定
者
等
の
傾
向
を
伺
う
。

　
　
　
平
成
24
年
度
の
退

職
者
数
は
、
９
月
30
日
付

で
自
己
都
合
に
よ
る
者
が

１
名
で
３
月
末
日
で
の
予

県
川
南
町
、
埼
玉
県
八
潮

市
、
愛
知
県
豊
田
市
等
の

他
自
治
体
か
ら
の
派
遣
職

員
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

の
ご
支
援
を
お
願
い
し
て

当
面
の
災
害
復
旧
工
事
の

担
当
技
能
職
の
確
保
に
努

め
る
。

まちづくり懇談会

転作状況

藤
井

藤
井

藤
井

町
長

町
長

町
長

町
職
員
の
動
向
に
つ

い
て

25
年
度
の
転
作
状
況

検
討
し
本
事
業
の
見
直
し

に
努
め
た
い
。
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

災害公営住宅について

整備計画８月までに策定
熊 田 宏 議 員

　
　
　

仮
設
住
宅
の
入
居

期
間
が
一
年
延
長
さ
れ
、

平
成
26
年
度
末
ま
で
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
。

　

そ
の
原
因
と
な
る
の
は
、

災
害
公
営
住
宅
の
整
備
が

遅
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

災
害
公
営
住
宅
建
設
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　

除
雪
に
関
し
て
、

多
く
の
町
民
か
ら
近
隣
市

町
村
に
比
べ
て
悪
い
と
不

満
や
苦
情
が
出
て
い
る
。

　

町
民
の
生
命
を
守
る
た

め
、
除
雪
の
現
状
と
今
後

は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る

の
か
。

　
　
　
町
道
の
除
雪
に
つ

い
て
は
、
矢
吹
町
建
設
協

力
会
と
連
携
し
積
雪
量
が

15
㌢
㍍
を
基
準
と
し
て
出

動
す
る
体
制
を
と
っ
て
い

る
。

　

除
雪
作
業
は
初
め
に
国

積
雪
時
の
除
雪
に
つ

い
て

矢
吹
小
づ
く
り
検
討

委
員
会
に
つ
い
て

　
　
　

学
校
づ
く
り
は
、

自
治
体
の
教
育
の
ベ
ー
ス

作
り
で
あ
る
が
、
『
矢
吹

小
づ
く
り
検
討
委
員
会
』

の
活
動
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。

　

ま
た
、
他
の
小
中
学
校

へ
の
波
及
効
果
は
。

　
　
　
　
矢
吹
小
学
校
の

改
修
計
画
に
つ
い
て
は
、

蓄
電
池
、
外
断
熱
、
照
明

器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
備
蓄

倉
庫
な
ど
で
す
。

　

ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
目

指
し
た
ス
ー
パ
ー
エ
コ
ス

ク
ー
ル
と
す
る
た
め
の
今

後
行
う
実
施
設
計
や
工
事

の
手
法
に
つ
い
て
は
町
内

の
学
校
施
設
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
国
内
学
校
施
設

の
お
手
本
に
な
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

　
　
　
入
居
者
数
を
確
認

す
る
為
の
説
明
会
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
５
月
頃
に

行
い
、
建
設
戸
数
の
調
査

を
進
め
災
害
公
営
住
宅
の

建
設
に
積
極
的
に
取
り
く

ん
で
い
く
。

　

整
備
計
画
を
８
月
ま
で

に
策
定
し
建
設
戸
数
構
造

等
の
基
本
設
計
を
行
う
。

　

町
外
か
ら
の
避
難
者
及

び
町
で
家
を
失
っ
た
方
の

定
住
が
図
ら
れ
る
こ
と
に

よ
り
人
口
増
加
を
考
え
て

い
る
。

例年になく雪の量が多かった今年の除雪

意見交換が行われた検討委員会

道
、
県
道
、
そ
し
て
町
道
、

通
学
路
と
順
に
実
施
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
実
施
地
区
の
作
業
時
間

に
時
間
差
が
生
じ
て
い
る
。

　

今
年
は
例
年
に
な
く
雪

の
量
が
多
か
っ
た
ほ
か
道

路
復
旧
の
遅
れ
に
よ
り
路

面
が
不
整
正
で
あ
っ
た
こ

と
も
起
因
し
、
町
民
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

が
、
今
後
は
天
気
予
想
な

ど
の
情
報
収
集
に
努
め
る

と
と
も
に
、
建
設
協
力
会

と
の
調
整
を
図
り
、
町
民

の
安
全
と
安
心
の
確
保
に

努
め
る
。

平
成
24
年
６

月
に
文
部
科

学
省
の
事
業

で
あ
る
ス
ー

パ
ー
エ
コ
ス

ク
ー
ル
実
証

事
業
の
採
択

を
受
け
、
平

成
24
年
７
月

に
矢
小
づ
く

り
検
討
委
員

を
設
置
し
検

討
を
行
っ
て

き
た
。

　

整
備
の
内

容
は
太
陽
光

や
風
力
発
電
、

熊
田

熊
田

熊
田

町
長

町
長

教
育
長

災
害
公
営
住
宅
に
つ

い
て
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モ
デ
ル
除
染
開
始

に
仮
置
場
建
設
が
間
に
合

わ
ず
汚
染
土
壌
が
対
象
家

屋
の
庭
先
に
仮
置
き
さ
れ

て
い
る
。

　

追
加
被
爆
を
減
ら
す
た

め
に
も
一
刻
も
早
い
搬
出

が
望
ま
れ
る
。

　

仮
及
び
仮
々
置
場
建
設

の
進
捗
と
見
通
し
、
遅
延

の
経
緯
、
追
加
工
事
費
用

は
国
等
に
担
保
さ
れ
る
か

伺
う
。

　

今
後
の
除
染
で
こ
の
様

な
遅
延
の
無
い
様
、
人
員

組
織
等
の
見
直
し
、
国
・

東
電
へ
の
要
請
等
を
含
め

対
策
に
つ
い
て
考
え
を
伺

う
。

た
が
、
仮
置
場
内
か
ら
の

排
水
ル
ー
ト
の
選
定
や
設

計
書
の
作
成
に
時
間
を
要

し
た
こ
と
か
ら
、
造
成
工

事
の
契
約
が
２
月
15
日
と

な
り
、
現
段
階
で
は
搬
入

が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

　

こ
れ
ら
に
要
す
る
費
用

に
つ
い
て
は
、
全
額
国
か

ら
の
交
付
金
に
よ
り
対
応

で
き
ま
す
。
地
域
の
協
力

と
理
解
の
も
と
、
仮
置
き

場
の
設
置
、
住
宅
地
の
除

染
に
努
め
る
。

　
　
　
町
道
の
除
雪
は
、

町
建
設
協
力
会
と
連
携
し
、

積
雪
量
が
15
㌢
㍍
を
基
準

と
し
て
直
接
作
業
に
出
動

す
る
体
制
を
と
っ
て
お
り
、

通
学
路
の
除
雪
を
優
先
に

実
施
し
て
い
る
。

　

行
政
区
、
民
間
へ
の
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
加
え
、

小
型
除
雪
機
、
農
業
用
ト

ラ
ク
タ
ー
の
利
活
用
に
つ

い
て
も
、
ど
の
よ
う
な
形

で
組
織
化
し
、
さ
ら
に
は

ご
支
援
を
い
た
だ
け
る
か
、

協
議
を
深
め
る
対
象
と
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

国
が
批
准
し
た
国
連
子

供
の
権
利
条
約
や
他
自
治

体
で
の
子
供
の
町
づ
く
り

参
画
条
例
等
も
踏
ま
え
て
、

子
供
の
権
利
、
保
護
、
社

会
参
画
へ
の
機
会
拡
充
が

望
ま
れ
る
が
、
町
と
し
て

の
見
解
を
伺
う
。

町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

町づくりに子供の参画を

非常に大切なことである
安 井 敬 博 議 員

柿
之
内
地
区
除
染
事

業
の
推
進
と
今
後
の

町
内
除
染
事
業
に
つ

い
て

　
　
　

積
雪
時
の
道
路
除

雪
に
つ
い
て
多
く
の
町
民

か
ら
提
案
や
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

　

特
に
国
県
道
の
歩
道
や

生
活
道
路
及
び
通
学
路
が

除
雪
さ
れ
て
い
な
い
。
学

生
や
高
齢
者
の
通
行
に
危

険
な
状
況
で
あ
る
。

　

小
型
除
雪
機
や
農
業
用

ト
ラ
ク
タ
ー
の
地
域
へ
の

貸
与
と
除
雪
作
業
の
委
託

を
行
う
等
、
降
雪
時
の
対

町
づ
く
り
へ
の
子
供

の
参
画
に
つ
い
て

除
雪
対
策
に
つ
い
て

　
　
　

東
日
本
大
震
災
を

経
験
し
た
当
町
の
子
供
た

ち
に
は
町
づ
く
り
や
将
来

の
社
会
参
画
に
多
様
な
考

え
を
持
っ
て
い
る
。
い
じ

め
や
通
学
路
の
問
題
な
ど

子
供
の
目
線
だ
か
ら
こ
そ

の
解
決
案
も
あ
る
。

　
　
　
町
づ
く
り
等
に
子

供
た
ち
も
参
加
し
計
画
に

か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
は
、

非
常
に
大
切
な
こ
と
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
教
育
委
員

会
に
よ
る
子
供
議
会
の
開

催
や
中
心
市
街
地
の
復
興

に
関
し
て
中
学
生
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

子
供
た
ち
が
ま
ち
づ
く
り

の
計
画
等
に
参
加
し
、
自

分
た
ち
の
意
見
等
が
、
実

現
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り

主
体
的
に
社
会
に
か
か
わ

る
こ
と
で
、
町
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
機
会
を
提
供
で

き
る
様
、
教
育
委
員
会
と

協
議
す
る
。

　
　
　
モ
デ
ル
除
染
に
よ

り
排
出
さ
れ
た
汚
染
土
壌

等
に
つ
い
て
は
、
当
初
、

南
町
地
内
に
建
設
を
予
定

し
て
い
る
仮
置
場
へ
の
搬

入
を
予
定
し
て
お
り
ま
し

柿之内地区の仮置場

安
井

安
井

安
井

町
長

町
長

町
長

応
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

汚染瓦礫処理 行政対応は

町民の不利益とならない対応
佐 藤 幸 市 議 員

　
　
　

矢
吹
町
堰
の
上
水

利
組
合
に
隣
接
す
る
、
白

河
市
大
信
に
建
設
が
進
め

ら
れ
て
い
た
、
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
所
は
、
水
利
組
合

の
反
対
で
、
中
止
と
な
っ

た
が
、
別
の
場
所
で
計
画

が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
白
河
市
内
企
業

が
放
射
性
汚
染
瓦
礫
の
受

け
入
れ
を
開
始
す
る
記
事

が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。

　

自
然
環
境
を
守
り
継
承

す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

近
隣
地
域
の
計
画
だ
か
ら

関
係
な
い
、
で
は
済
ま
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

行
政
の
取
り
組
み
は
如

何
に
。

　

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

か
ら
、
工
場
敷
地
面
積
ま

た
は
建
設
面
積
に
応
じ
た

届
出
が
必
要
で
あ
り
、
提

出
先
の
行
政
機
関
で
は
、

当
該
工
場
の
立
地
が
環
境

の
保
全
を
図
り
つ
つ
適
正

に
行
わ
れ
る
の
か
審
査
の

上
、
受
理
通
知
を
行
う
仕

組
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

住
民
生
活
に
影
響
す
る

環
境
汚
染
は
排
除
さ
れ
る

　
　
　
ご
指
摘
の
大
正
ロ

マ
ン
の
館
は
、
商
工
会
・

中
心
市
街
地
復
興
協
議

会
・
町
職
員
に
よ
る
中
心

市
街
地
復
興
ま
ち
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

ウ
ッ
ド
パ
ワ
ー
発
電

所
、
県
内
汚
染
瓦
礫

処
理
問
題
に
つ
い
て

大
正
ロ
マ
ン
の
館
、

土
地
・
建
物
取
得
及

び
改
修
に
つ
い
て

　
　
　

中
心
市
街
地
復
興

事
業
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
（
案
）
に
よ
る
と
、
大

正
ロ
マ
ン
の
館
は
拡
幅
道

路
に
接
し
て
ま
す
。

　

拡
幅
内
容
が
未
決
定
な

の
に
、
建
物
の
取
得
改
修

計
画
が
決
定
し
て
い
る
内

容
で
す
。

　

道
路
拡
幅
は
計
画
だ
け

で
実
行
は
難
し
い
と
い
う

こ
と
で
す
か
。
ま
た
、
住

民
説
明
会
は
行
わ
れ
な
い

の
か
。

　

一
階
は
カ
フ
ェ
バ
ー
と

な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
運
営
方
法
な
の
か
説

明
願
い
た
い
。

３
団
体
か
ら
も
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
整
備
す
る

こ
と
の
提
案
が
あ
り
、
ま

た
震
災
直
後
、
町
外
、
県

外
、
県
外
の
本
町
出
身
の

方
や
、
ゆ
か
り
の
あ
る
方

な
ど
か
ら
修
復
を
求
め
る

声
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

東
京
大
学
生
産
技
術
研

究
所
か
ら
も
修
復
保
存
に

つ
い
て
協
力
し
た
い
旨
の

申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま

え
、
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
早
く
活
用
す
べ
き
と

判
断
し
ま
し
た
。
事
業
の

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
道

路
整
備
事
業
等
を
考
慮
し

取
り
組
み
ま
す
。

　

日
本
経
済
再
生
に
向
け

た
緊
急
経
済
対
策
に
よ
り
、

財
政
的
に
有
利
な
メ
ニ
ュ

ー
が
創
設
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
活
用
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
、
具
体
的
な

内
容
を
詰
め
た
上
で
住
民

説
明
会
を
経
て
実
施
し
て

い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
心
配
さ
れ
て
お
り

ま
す
工
場
の
設
置
に
つ
き

ま
し
て
は
、
福
島
県
工
業

開
発
条
例
の
対
象
と
な
る

電
気
供
給
業
で
あ
る
こ
と

大信のバイオマス発電所

佐
藤

佐
藤

町
長

町
長

を
し
て
い
き
ま
す
。

よ
う
指
導
改
善
あ
る
い
は

不
受
理
と
な
り
ま
す
。

　

周
辺
市
町
村
に
お
け
る

建
設
計
画
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
で
は
情
報
は
入
っ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
本
町

へ
の
影
響
が
予
想
さ
れ
る

場
合
に
は
、
西
白
河
市
町

村
会
で
情
報
の
共
有
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
の

不
利
益
と
な
ら
な
い
対
応
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水
道
会
計
で
、
本

来
納
め
る
必
要
の
な
い
消

費
税
を
納
め
、
５
年
間
で

２
千
７
百
万
円
の
還
付
を

受
け
た
。

　

時
効
分
を
含
め
消
費
税

導
入
時
期
ま
で
遡
る
な
ら

ば
、
約
１
億
４
千
万
円
も

の
損
失
を
町
民
に
負
わ
せ

た
事
と
な
る
。
受
水
費
へ

の
繰
入
と
言
う
が
、
そ
の

性
質
は
赤
字
補
填
で
あ
り

異
質
性
を
感
じ
る
。

　

結
果
、
損
失
額
を
示
し
、

そ
の
説
明
と
対
処
を
ど
う

す
る
の
か
伺
う
。

り
ま
し
た
。

　

当
初
か
ら
人
件
費
に
充

当
し
な
か
っ
た
為
に
生
じ

た
損
失
に
つ
い
て
は
、
当

時
は
受
水
費
と
し
て
会
計

処
理
す
る
の
が
当
然
で
し

た
の
で
適
正
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
　
　
甲
状
腺
が
ん
検
診

に
つ
い
て
は
平
成
23
、
24

年
度
で
14
万
9660
人
が
受
診

し
平
成
25
年
２
月
に
、
平

成
23
年
度
３
万
8114
人
の
う

ち
細
胞
診
検
査
が
76
人
、

う
ち
10
人
が
悪
性
の
疑
い

と
判
断
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
検
討
委
員
会
の
総
合
的

な
意
見
と
し
て
は
、
今
回

の
事
故
に
よ
る
放
射
線
の

影
響
に
よ
り
生
じ
た
と
は

考
え
に
く
い
と
の
評
価
で

す
。

　

甲
状
腺
検
査
の
実
施
は

平
成
25
年
10
月
に
予
定
し

そ
の
後
に
つ
い
て
は
、国
・

県
の
動
向
を
見
極
め
な
が

ら
早
期
発
見
・
早
期
治
療

及
び
不
安
の
軽
減
に
努
め

ま
す
。

だ
っ
た
。

　

震
災
・
原
発
事
故
に
よ

り
資
産
価
値
は
下
が
っ
て

お
り
、
ま
た
国
保
加
入
者

自
体
弱
者
が
多
い
中
に

あ
っ
て
は
、
国
保
税
の
資

産
割
課
税
を
撤
廃
し
て
は

如
何
か
問
う
。

町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

適正に処理されていたと思っている
青 山 英 樹 議 員

町
民
に
損
失
負
わ
せ

た
説
明
を

国
保
税
の
課
税

資
産
割
り
の
撤
廃
を

求
む

高
い
甲
状
腺
が
ん
割
合

町
で
対
応
す
べ
き

　
　
　

国
民
健
康
保
険
会

計
は
平
成
22
年
度
が
２
億

２
千
５
百
万
円
、
平
成
23

年
度
が
２
億
５
千
３
百
万

円
の
実
質
収
支
は
黒
字

　
　
　
国
保
会
計
は
平
成

22
年
度
・
平
成
23
年
度
共

に
黒
字
会
計
で
す
が
、
安

定
し
た
国
保
運
営
の
為
に

支
払
準
備
金
が
必
要
で
す
。

当
町
の
必
要
額
は
約
３
億

円
で
す
が
現
在
6000
万
円
で

す
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
毎
年

7000
万
円
を
一
般
会
計
か
ら

繰
り
入
れ
安
定
し
た
運
営

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

資
産
割
の
課
税
撤
廃
に

つ
い
て
は
、
事
業
運
営
・

財
政
運
営
の
広
域
化
に
伴

い
、
県
内
で
は
４
保
険
者

が
資
産
割
を
廃
止
し
て
い

ま
す
の
で
、
本
町
で
も
縮

小
廃
止
に
つ
い
て
、
県
の

動
向
を
注
視
し
議
員
の
皆

様
と
協
議
し
て
行
き
ま
す
。

　
　
　
税
務
署
と
の
消
費

税
還
付
申
告
協
議
の
中
で
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

は
受
水
費
へ
の
充
当
が
正

当
と
の
指
導
を
受
け
、
受

水
費
に
充
当
し
て
い
ま
し

た
。

　

平
成
23
年
度
、
税
理
士

へ
の
委
託
を
行
い
人
件
費

に
充
当
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
消
費
税
の
還
付
と
な

　
　
　

本
県
の
18
歳
以
下

の
３
人
が
甲
状
腺
が
ん
と

診
断
さ
れ
７
人
に
疑
い
が

あ
る
と
公
表
さ
れ
た
。
通

常
100
万
人
に
１
人
か
２
人

の
発
症
で
あ
り
、
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
の
知
見
で
も
被

町民に負わせた損失はいくらか？
- 水道事業会計 -

　
　
　
　
　
　
　
公
営
企

業
法
の
繰
出
基
準
に
基
づ

い
て
一
般
会
計
か
ら
繰
入

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
13
年
か
ら
は
水
企

業
団
か
ら
受
水
を
受
け
て

い
ま
す
。
今
般
、
平
成
18

年
か
ら
平
成
22
年
ま
で
は

 P10 仮置場 

 
 

 P13 口蹄疫畜魂碑 

 
 

 P12 WBC 

爆
後
４
年
か
ら

５
年
で
発
見
と

あ
り
、
今
回
の

高
い
割
合
に
は

懸
念
を
抱
く
。

　

県
、
国
が
や

ら
な
い
な
ら
町

が
甲
状
腺
が
ん

の
検
診
を
独
自

に
や
る
べ
き
。

早
期
着
手
を
望

む
が
如
何
か
。

当
時
と
違
っ
た
使
い
道
で

良
い
と
税
務
署
と
の
指

導
、
協
議
の
中
で
決
ま
り

ま
し
た
の
で
そ
れ
以
前
に

つ
い
て
は
損
失
と
い
う
認

識
は
持
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。

上
下
水
道
課
長

青
山

町
長

青
山

町
長

町
長

ホールボディカウンタ搭載車

青
山


